
国立国語研究所 現代日本語書き言葉均衡コーパス（BCCWJ）の概要

言語コーパスとは
言語コーパス (language corpus)とは、言葉のデータベースのこと。日本語をはじめとするさまざまな言語を分析するための基礎資料として、書き言葉や話し

言葉の資料を体系的に収集し、文法に関する情報を付与したもの。資料は全て著作権に関する処理を施し、広く自由な活用が可能。
 

どのように役立つか
コーパスは1960年頃から最初は言語研究のために構築されるようになったが、近年では狭い意味での言語学の領域を超えて、幅広い研究領域で利用されるよう

になった。学術目的での利用だけでなく、産業界でも利用されている。
  

 ○活用の具体例
 言語研究 言語学、日本語学、国語学など個別言語の研究複数言語のコーパスの比較による対照言語学

 情報処理 音声自動認識のための言語モデル、音響モデルの構築 自然言語処理のための言語モデルの構築 音声素片の編集に基づく音声合成
 言語教育 外国人のための日本語教材開発 日本人のための教材開発
 言語政策 常用漢字表などを検討するための基礎資料
 辞書編纂 用例の検索 語と語のつながりの把握
 心 理 学 言語に関する実験の設計、刺激の統制

「少納言」「中納言」というアプリケーションを
通して、誰もが活用できる形で公開

● 現代日本語の書き言葉として以下を対象
･ 新聞
・ 雑誌
・ 書籍全般
・ 白書
・ 教科書
・ WEB上のQ&A掲示板のテキスト

● 収録対象の刊行年代は、1976～2005年
までの最大30年間分。約1億語を収録。

平成23年、国立国語研究所が現代日本語書き言葉均衡コーパス(BCCWJ:Balanced Corpus of Contemporary Written Japnese)を公開。
現代日本語の書き言葉の全体像を把握するために構築したコーパス。現在、日本語について入手可能な唯一の均衡コーパス（統計学的にバランスのとれたサンプルに基づ

く）。ただし、2005年のデータが最新であり、それ以降のデータ更新はなされていない。

公開・運用
活用例：BCCWJ（無償版アプリ「少納言」）で 「なおざり」 という語を検索した結果（一部）

ある言葉が、どのような種類の文書に、どのような文脈で使用されているかが一目で分かる。有償版では文法的情報も提供
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